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研究成果の概要（和文）：繰返しの伸展刺激により歯根膜由来細胞における1型コラーゲンおよびその修飾酵素の発現
は変化した。したがって繰返し伸展刺激は歯根膜由来細胞によって産生されるマトリックスの主成分である1型コラー
ゲンの量と質を共に変化させる可能性が強く示唆された。今後の課題としては繰返し伸展刺激の更なる至適化と、長期
培養に耐えうる培養基質の改良が必要である。

研究成果の概要（英文）：In the present study, cyclic mechanical loading affect the gene expression of 
type I collagen and collagen-modifying enzymes on mouse periodontal ligament-derived cells. These results 
indicate that optimization of loading regimen may enhance the quantity and quality of type I collagen 
matrix produced by periodontal ligament-derived cells.

研究分野： 歯科補綴学

キーワード： 歯根膜細胞
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様 式

１．研究開始当初の背景
 
歯根膜は歯を歯槽骨と結合させている支

持組織であり、咬合機能を支える組織とし
て、その重要性は非常に高い。歯根膜を構
成する細胞は多岐にわたり、大部分を占め
る歯根膜線維芽細胞の他に
骨の恒常性を維持する骨芽細胞、破骨細胞、
更には免疫系の細胞を
た、歯根膜組織の代謝回転は極めて早く、
多くの幹細胞を含んでいる。実際、培養条
件化の歯根膜細胞の増殖能は非常に高いだ
けでなく、骨芽細胞、軟骨細胞、脂肪細胞、
筋芽細胞、血管内皮細胞等への多分化能が
報告されていることから、組織再生に応用
する細胞源として非常に有用である
られている。歯根膜細胞は一定の培養条件
下において、自身が産生する細胞外基質と
ともに細胞
ト）を生成する。この細胞シートは特に歯
周組織再生に有効であ
モデルにおいては歯根膜
一部の
報告されている
つまり細胞シートの機能はス
ングの為のスキャフォールドとしてだけで
なく、組織再生に必要な細胞源として
効であることが示唆されている。歯根膜由
来細胞による歯周組織の再生療法は既に臨
床試験が開始されており、良好な成績が報
告されている。
機械的刺激が歯根膜組織の維持機構に大

きく寄与していることは議論を待たない。歯
科臨床の場に於いて、過剰な咬合力は歯根膜
腔の拡大に始まる歯周組織の崩壊を惹起す
るばかりでなく、咬合の負荷を喪失した歯根
膜が廃用性萎縮を起こすことや、矯正力によ
って歯の移動が可能な事実はその代表的な
例である。つまり機械的刺激は歯根膜細胞に
よって感知され、歯根膜線維や歯槽骨のリモ
デリングを制御するメカニズムが存在する。
培養条件下の歯根膜細胞においても、機械的
刺激はその増殖能や骨芽細胞分化能に影響
を及ぼすことが
al. 2012; Wang et al. 2011)

歯根膜由来細胞による細胞シートは歯周
組織再生に有用なツールとなる可能性を有
しているものの、限られた細胞源から十分な
細胞数を得ることが必要であり、
セルプロセッシングセンター
長期の培養期間が必要である。
長期間の培養は、再生療法に至るまでの患者
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がれてしまうため長期培養には適さなかっ
た。今後の臨床的な応用のためには培養基質、
または接着材料の改善も必要とされる。 
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